コミュニケーション能力を発揮する場を与える : 選択科目「日本語総合演習」の紹介 by 八木 延佳 & Nobuyoshi Yagi
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リ
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レ
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西
宮
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ケ
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リ
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レ
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リ
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ッ
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留
学
生
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
？
V
SV
S
V
S
居
酒
屋
ラ
ン
キ
ン
グ
～
分
析
～
今
回
の
調
査
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル
が
居
酒
屋
を
選
ぶ
際
「
大
人
数
で
も
楽
し
め
て
駅
に
近
い
」
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
位
に
な
っ
た
ふ
じ
や
に
は
宴
会
用
の
大
き
な
部
屋
が
あ
る
こ
と
が
大
き
な
勝
因
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
鳥
貴
族
は
肉
を
食
べ
て
お
酒
も
飲
み
た
い
体
育
会
系
ク
ラ
ブ
の
絶
大
な
支
持
が
こ
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
。
戦
国
武
将
と
い
え
ば
、
や
は
り
か
っ
こ
い
い
！
大
人
気
の
織
田
信
長
。
そ
の
天
下
布
武
の
自
信
と
勇
気
、
う
ま
く
関
学
生
と
留
学
生
の
こ
こ
ろ
を
捕
ら
え
た
。「
第
六
天
魔
王
」
の
か
っ
こ
よ
さ
を
身
に
着
け
た
い
！
「
死
に
た
く
な
い
」
の
で
武
将
に
な
り
た
く
な
い
人
が
多
数
で
、
最
後
ま
で
生
き
残
っ
た
徳
川
家
康
が
見
事
一
位
を
取
っ
た
。
彼
は
幕
府
を
開
き
時
代
を
平
和
に
し
、
安
全
に
晩
年
を
暮
ら
せ
た
。
戦
国
時
代
最
後
の
勝
利
者
と
言
え
る
家
康
に
な
り
た
い
の
は
当
然
だ
。
戦
国
武
将
に
な
り
た
く
な
い
人
が
圧
倒
的
に
多
数
だ
。
そ
の
原
因
を
聞
く
と
、
多
く
の
人
は
「
争
い
事
が
嫌
い
だ
」
と
答
え
た
。
た
と
え
武
将
が
戦
さ
で
ど
ん
な
に
偉
く
見
え
て
も
、
人
を
殺
す
こ
と
は
悲
し
み
し
か
生
ま
な
い
。
今
、
こ
の
平
和
な
時
代
に
生
ま
れ
た
の
は
幸
い
な
の
だ
。
今
の
人
生
が
幸
せ
と
答
え
、
安
ら
か
さ
を
大
切
に
し
て
い
る
留
学
生
も
い
た
。
一
方
、
戦
国
武
将
に
な
り
、
立
派
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
人
も
い
た
。
歴
史
を
変
え
て
天
下
統
一
を
目
指
し
た
い
関
学
生
と
、
大
名
に
な
り
自
分
の
国
が
ど
れ
だ
け
発
展
で
き
る
の
か
を
見
極
め
た
い
留
学
生
も
、
同
じ
野
望
を
持
っ
て
い
る
。
戦
さ
で
死
に
た
く
な
い
け
ど
も
、
万
人
の
頂
点
に
立
っ
て
み
た
い
と
い
う
矛
盾
が
表
れ
た
。
１
位
　
徳
川
家
康
　
　
ほ
か
…
上
杉
謙
信
２
位
　
織
田
信
長
　
　
　
　
　
伊
達
政
宗
３
位
　
豊
臣
秀
吉
　
　
　
　
　
真
田
幸
村
　
韓
国
コ
ス
メ
と
言
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
安
い
価
格
！
高
い
品
質
で
す
ね

´
▽
`
ﾉ　
毎
年
韓
国
を
訪
ね
る
観
光
客
が
増
え
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
話
題
の
韓
国
コ
ス
メ
の
中
で
、
実
際
、
韓
国
人
が
オ
ス
ス
メ
す
る
ア
イ
テ
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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第
三
位
．
白
木
屋
理
由
：
飲
み
放
題
が
、


円
と
か
な
り
安
い
！
オ
ス
ス
メ
M
E
N
U
：
 キ
ャ
ベ
ツ
た
っ
ぷ
り
！
と
ん
ぺ
い
焼
キ
ャ
ベ
ツ
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
る
の
で
ヘ
ル
シ
ー
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
す
♪
第
二
位
．
鳥
貴
族
理
由
：
食
べ
飲
み
放
題
が
安
い
！
オ
ス
ス
メ
M
E
N
U
：
 貴
族
焼
（
も
も
・
む
ね
）
タ
レ
・
塩
・
ス
パ
イ
ス
か
ら
味
を
選
べ
ま
す
。個
人
的
に
、
塩
味
が
あ
っ
さ
り
し
て
食
べ
や
す
い
の
で
お
勧
め
で
す
♪
第
一
位
．
ふ
じ
や
理
由
：
広
い
！
大
人
数
で
楽
し
め
る
！
オ
ス
ス
メ
M
E
N
U
：
 お
料
理
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
か
な
り
豊
富
。
ぜ
ひ
、
お
気
に
入
り
の
一
品
を
チ
ョ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
い
♪
約

の
部
活
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
に
、
お
す
す
め
の
居
酒
屋
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
♪
　
部
活
、
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
＾
＾
）
/
森
澤
実
里
（
M
or
is
aw
a 
M
is
at
o）
・
彙
旌
瑴
檜
注
͑歌
͑桬
檜
媤
檜
吰
 (
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ゼ
ー
ル
ア
イ
ラ
イ
ナ
ー
)
　


ウ
ォ
ン
（
約

円
）
　

ゼ
ー
ル
ア
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
柔
ら
か
く
書
け
る
し
、
比
較
的
に
う
ま
く
キ
レ
イ
な
ア
イ
ラ
イ
ン
が
書
け
る
の
が
長
所
な
ん
で
す
が
、
ゼ
ー
ル
が
固
く
な
っ
て
長
い
時
間
使
え
な
い
の
と
、
柔
ら
か
い
の
で
パ
ン
ダ
に
な
り
や
す
い
の
が
短
所
で
す
ね
。
け
れ
ど
も
、
ゼ
ー
ル
ア
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
短
所
を
カ
バ
ー
し
た
ア
イ
テ
ム
で
す
。
パ
ー
ル
も
沢
山
入
っ
て
い
て
個
性
あ
る
ア
イ
ラ
イ
ン
を
演
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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姚
 彤
（
Iu
 T
un
g）
・
條
坸
桴
͑峹
橨
͑瘜
痠
 (
ユ
ス
ラ
ウ
メ
卵
清
い
テ
ィ
ン
ト
)
　


ウ
ォ
ン
（
約

円
）
　

テ
ィ
ン
ト
は
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
の
で
、
ど
ん
な
も
の
か
ピ
ン
と
こ
な
い
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
テ
ィ
ン
ト
と
言
う
の
は
自
然
な
唇
を
表
わ
す
の
に
ピ
ッ
タ
リ
な
ア
イ
テ
ム
で
す
。
リ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
よ
り
は
軽
く
て
、
リ
ッ
プ
グ
ロ
ス
よ
り
は
み
ず
み
ず
し
い
で
す
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
雰
囲
気
を
出
し
た
い
時
に
こ
の
テ
ィ
ン
ト
一
つ
あ
れ
ば
、
最
高
で
す
。
・
泬
氤
桴
͑峹
橨
͑ͳ
ͳ
玔
峤
 (
真
珠
卵
清
い
B
B
ク
リ
ー
ム
)
　



ウ
ォ
ン
（
約


円
）
　

韓
国
コ
ス
メ
の
代
表
的
な
ア
イ
テ
ム
、
B
B
ク
リ
ー
ム
で
す
。
特
に
真
珠
卵
B
B
ク
リ
ー
ム
は
ア
ジ
ア
の
女
性
の
肌
に
ピ
ッ
タ
リ
で
、
長
時
間
外
出
し
て
も
色
が
落
ち
な
い
特
徴
を
持
っ
て
ま
す
o

^
▽
^
o
　
韓
国
で
も
す
ご
く
高
い
人
気
を
持
っ
た
ア
イ
テ
ム
で
す
。
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韓
国
旅
行
の
お
土
産
に
ぴ
っ
た
り
な
韓
国
コ
ス
メ
董
 芝
恩
（
D
on
g 
Ji
eu
n）
徐
 頴
饒
（
X
u 
Y
in
gr
ao
）
小
林
有
沙

K
ob
ay
as
hi
 A
ris
a）
こ
の
武
将
に
な
り
た
い
！
同
時
に
野
心
家
？
！
生
き
残
っ
て
、
安
全
に
暮
し
た
い
！
か
っ
こ
よ
く
な
り
た
い
！
意
外
に
平
和
主
義
者
？！
難
波
功
士
 先
生


年
大
阪
市
生
ま
れ
。


年（
株
）博
報
堂
に
入
社
。


年
か
ら
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
員
に
。
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
学
）。
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最
近
、
中
・
日
・
韓
三
国
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
が
ま
す
ま
す
人
気
を
集
め
て
い
る
！
そ
の
中
で
、
誰
が
一
番
の
人
気
者
か
、
関
学
生（
留
学
生
を
含
め
）に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
！
結
果
、
韓
国
の
グ
ル
ー
プ
K
A
R
A
が
第
一
位
！
な
ぜ
、
日
本
の
大
学
で
、
一
番
が
日
本
人
ア
イ
ド
ル
じ
ゃ
な
い
の
か
気
に
な
っ
て
、
先
生
に
尋
ね
た
！
日
本
の
女
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
は
素
人
→
玄
人
→
素
人
の
よ
う
な
揺
れ
戻
し
の
歴
史
が
あ
る
の
で
、
今
、
若
い
人
た
ち
は
A
K
B

的
な「
素
人
っ
ぽ
さ
」の
カ
ウ
ン
タ
ー
と
し
て
、
韓
流
ア
イ
ド
ル
を
楽
し
ん
で
い
る
側
面
が
あ
る
。
日
・
韓
・
日
韓
・
韓
米
・
日
米
な
ど
の
ハ
ー
フ
、
コ
リ
ア
ン
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
ち
な
が
ら
日
本
で
育
っ
た
者
、
在
日
と
日
本
の
ハ
ー
フ
が
混
在
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
が
で
き
て
、
人
気
を
集
め
て
ほ
し
い
。
ア
イ
ド
ル
が
広
告
タ
レ
ン
ト
と
し
て
起
用
さ
れ
る
商
品
は
、
低
価
格
で
低
関
与
度
の
も
の
が
多
い
。
日
本
経
済
全
体
に
カ
ン
フ
ル
剤
に
な
っ
て
も
、
根
本
か
ら
の
治
療
に
は
な
ら
な
い
。
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?
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?
?
?
?
?
?
?
〈
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で

月
に
と
っ
た
も
の
で
す
。〉
中
国
か
ら
の
留
学
生
に
よ
る
と
5
万
円
は
、
四
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
人
の
初
任
給
ぐ
ら
い
だ
よ
！
！
キ
レ
イ
系
は
日
本
特
有
の
ス
タ
イ
ル
で
す
！
！
中
国
で
は
キ
レ
イ
系
は
少
な
い
よ
！
中
国
で
は
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
ら
、
自
転
車
に
乗
ら
な
い
！
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
ス
カ
ー
ト
が
好
き
な
の
か
し
ら
？
関
学
の
女
の
子
も
男
の
子
も
カ
ジ
ュ
ア
ル
系
が
好
き
み
た
い
♥
圧
倒
的
に
ス
カ
ー
ト
派
が
多
か
っ
た
で
す
！
！
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ー
ト
に
は
ス
カ
ー
ト
で
行
か
な
い
と
ね
♥
（
国
際
＊
㧜
回
生
）
（
商
＊
㧜
回
生
）
（
国
際
＊
㧜
回
生
）
（
国
際
＊
㧜
回
生
）
日
本
人
は
使
い
す
ぎ
？
留
学
生
の
コ
メ
ン
ト
留
学
生
の
不
思
議
毎
月
洋
服
代
に
い
く
ら
お
金
を
使
い
ま
す
か
？
あ
な
た
は
ど
ち
ら
の
ス
タ
イ
ル
が
好
き
で
す
か
？
K
G
　
F
as
hi
on
ȑ
ȳ
Ȅ
ǹ
ǿ
Ǥ
ȫ
⇑
⇞
∋
⇈
∑
ኒ
ǹ
ǫ
ȸ
Ȉ
ǹ
ǿ
Ǥ
ȫ
ǭ
Ȭ
Ǥ
ኒ
ᵪᵿ
ᶂᶗ
ᵠᶍ
ᶗ
ᵪᵿ
ᶂᶗ
ᵠᶍ
ᶗ
６
ᅚ
３
ᅚ
16
ᅚ
14
ᅚ
10
ᅚ
13
ᅚ
10
ᅚ
12
ᅚ
日
本
人
の
女
の
子
平
均
　
.
万
円
最
大
　
㧟
万
円
留
学
生
の
女
の
子
平
均
　
.

円
最
大
　
㧜
万
円
留
学
生
の
男
の
子
平
均
　
.

円
最
大
　
㧜
万
円
日
本
人
の
男
の
子
平
均
　
.
万
円
最
大
　
㧟
万
円
G
　
ᶕ
ᶇᶌ
ᶊᶍ
ᶑᶃ
ᶊᶍ
ᶑᶃ⇑
⇞
⇑⇑⇑⇑⇑⇑⇑
⇞
ᶕ
ᶇᶌ
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